
北大阪急行線延伸工事施工手順

　　・工事用スペースを確保する 　　・橋脚をつくる 　　・橋桁をつくる 　　・線路をひく 　　・駅舎をつくる

　　・基礎杭をつくる 　　・道路を復旧する

　　・完成

　　・工事用スペースを確保する 　　・橋脚をつくる 　　・橋桁をつくる 　　・線路をひく 　　・千里川を復旧する

　　・仮の川に切り替える 　　・道路を復旧する

　　・基礎杭をつくる 　　・完成

　　・工事用スペースをつくる 　　・鉄板を敷く 　　・土を掘る 　　・土を埋める 　　・線路をひく

　　・土留め壁をつくる 　　・土を掘る 　　・駅をつくる 　　・出入口をつくる 　　・駅舎をつくる

　　・道路を復旧する 　　・完成
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平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

高架区間(新箕面駅）

高架区間(線路部）

地下区間(箕面船場駅）
土留め工～路面覆工～掘削支保工 躯体工 出入口・道路復旧工

軌道・電気・建築工（北急施工）

準備工

準備工 橋桁工基礎杭工～橋脚工 道路・河川復旧工

軌道・電気・建築工（北急施工）

道路復旧工基礎杭工～橋脚工 橋桁工準備工

軌道・電気・建築工（北急施工）
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地下区間

高架区間

国道171号

国道423号
（新御堂筋）

萱野交差点

施工エリア

・側道を南進
・退場ルートも幹線を利用

Ｈ28年秋～H29年春

地下区間

COM１号館 芋川

千里川

かやの広場

国道１７１号線

新船場北橋

ＣＯＭ２号館 ＣＯＭ１号館シティゲートタワー千里中央

ダンプや生コン車などの工事車両は

主に幹線道路を通行し、生活道路を

通りません。

北

高架区間

安全対策例①　道路占用範囲

例①　道路占用範囲 例②　工事出入口部

安全対策例②　工事出入口部

低騒音型・排出ガス対策型

機械の使用

新御堂筋本線

南行側道

仮歩道

市道・R171

作業帯

凡例

Ｈ29年春～H29年秋

国道171号

国道423号

（新御堂筋）

中央環状線

箕面市役所地域創造部北大阪急行線延伸線建設事務所

 TEL： ０７２－７２７－３７９０　　〈10月14日までは〉 ０７２－７２３－２１２１（代表）内線３５６１

（地下工区） 大林組・佐藤工業・ハンシン建設特定建設工事共同企業体

 TEL：０７２－７３７－７９１２（担当：橋木、山野辺、中塚）

（高架工区） 大成建設・大日本土木・村本建設共同企業体

 TEL：０７２－７３７－８２９０（担当：川田、東山、岸本）

北大阪急行線延伸工事概要

Ｈ29年秋～H29年冬

Ｈ29年冬～H32年夏

南行側道の新御堂筋本線側を規制

南行側道の本線側と本線の１車線を規制

南行側道の本線側を規制し、駅をつくる

南行側道の民地側を規制し、基礎杭を打ったり橋をつくりますＨ28秋～H33年春

※期間は現時点での計画であり、変更の可能性があります。

萱野交差点付近

テレスコ式クラムシェルの例

北

北

北

北

北

土留め壁をつくり、

車両が通行できるように鉄板を敷く

南行側道の東側を規制

南行側道の民地側を規制し、土を掘る

南行側道の東側を規制


